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vasomotion の出現をコントロールできないことから，vasomotion の生理学的意義を検討できる in vivo 標
本作製が困難であったことが挙げられる。
　そこで，本研究では，vasomotion の生理学的意義を検討するために，）vasomotion の出現をコントロー



















Vasomotion と flowmotion の関係について
　Vasomotion と flowmotion を同一血管で同時測定した。頸部交感神経刺激により，血管径が減少すると同
時に血流量も減少し，その後出現した vasomotion と flowmotion の頻度は一致した。
刺激頻度と flowmotion の頻度について
　低頻度（＜ 0.25Hz のバースト）刺激では，刺激と同期した flwmotion が観察されることもあったが，高
頻度（＞ 0.30Hz のバースト，または，＞ 4Hz の連続）刺激では，刺激頻度に関わらず flowmotion が誘発され，
その頻度は，0.04-0.07Hz（平均 0.055Hz）の範囲であった。
温度と flowmotion の関係について
　耳介周囲温度 25-35℃の間では，常に flowmotion が誘発された。7℃より低い，または 37℃より高い温







　Vasomotion と flowmotion の同時記録により，レーザー・ドップラー血流計で観察される flowmotion は，
測定部位の vasomotion に由来すると考えられた。従って，以下ではレーザー・ドップラー血流計で測定し
た flowmotion を vasomotion として議論する。
　頸部交感神経刺激により誘発された vasomotion の頻度は，今までに報告されているウサギ耳介の自発的
なvasomotionの頻度と一致した。In vitro では，α アゴニストがvasomotionを誘発することが知られている。








的な vasomotion と同じ性質を有するものであると考えられた。この交感神経電気刺激による vasomotion
発現法は，その再現性，観察部位の非侵襲性，温度コントロールにより容易に発現コントロールが可能なこ
－78－
とから，in vivo 標本における vasomotion の生理学的意義を調べる有益な手段である。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　今までに，数学モデルを用いて，vasomotion が毛細血管機能，特に周囲組織との物質交換を促進させる
という報告がなされている。しかしながら，それを実証した報告はない。本研究では，vasomotion がある
方が，無いときと比較して，組織に注入したトレーサーの濃度減少速度が大きいことを実証した。トレー
サークリアランスは，血流によるだけではなく，毛細血管自体の透過性や血管有効表面積にも依存する。交
感神経刺激がこれらに影響を与えるかどうかは，明らかにされていない。細動脈の vasomotion が，周期的
に毛細血管への血液供給を変化させることで，物質交換を促進したものと考えられた。また，Cr-EDTA の
ような小さい物質は，拡散により移動すると考えられることから，温度が高いほどそのクリアランスも大
きくなると思われる。本研究の結果が示すとおり，温度を上昇させることで vasomotion を生じさせなかっ
た場合でも，より低い温度で vasomotion を生じさせたときの方がクリアランスは大きかった。従って，
vasomotion のクリアランスにおける影響は，温度よりも大きいことが示唆された。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
